
八木佑輔

総務部 課税課

今の仕事の内容

・固定資産税関連の窓口業務

・償却資産の賦課事務

課税課固定資産税係にて、償却資産（土地・家屋以外の事業用資産）の賦課事務、市民の方が所有
している固定資産についての相談や証明書発行の窓口業務を主に行っています。

国・窓口、電話対応にて市民の方に「ありがとう」と言ってもら
える。

・市の歳入に大きくかかわる業務のため、「新居浜市」に貢献し
ている実感が強い。

・「税」という、自身の生活とも関わりの深い事柄の知識が増え
ていく。

保・前職での顧客対応を活かし、幅広い人の役に立つ仕事をした
いと思った。

・地元に貢献できる仕事を考えた時、やはり市職員にという思い
に至った。

・前職での顧客対応を活かし、幅広い人の役に立つ仕事をしたい
と思った。

・地元に貢献できる仕事を考えた時、やはり市職員にという思い
に至った。

仕事のやりがい

・窓口、電話対応にて市民の方に「ありがとう」と言ってもらえる。

・市の歳入に大きくかかわる業務のため、「新居浜市」に貢献している実感が強い。

・「税」という、自身の生活とも関わりの深い事柄の知識が増えていく。

窓口にて申告書記入のお手伝いをした際に、「来てよかったです。ありがとう」と言っていただけ
た時はとても嬉しかったです。また、自身の生活とも関わりの深い「税金」についての知識が増え
ていくこともやりがいに繋がっています。

志望したきっかけ

・前職での顧客対応を活かし、幅広い人の役に立つ仕事をしたいと思った。

・地元に貢献できる仕事を考えた時、やはり市職員にという思いに至った。

私は大学進学を機に市外へ転出し、約１０年が経過していました。大学、民間就職と期間を経て、
「地元新居浜市に戻りたい」という思いが年々強くなりました。さらに、前職での顧客対応で培っ
た、「誰かの役に立つ」という経験を、新居浜市役所ではより幅広く活かせれることができると感
じたのが志望したきっかけです。

早期募集枠採用のメリット

私は民間で就業をしていたので、いわゆる「公務員試験」と言われる範囲の対策を進めることは困
難でした。しかしながら早期募集枠採用ではWeb方式の基礎能力試験だったため、就業しながらで
の対策も可能でした。また、試験が２次試験までで、募集から採用決定までがスピーディだったの
も有難かったです。


